原始仏教における生命観

照光河難子（M２）

釈尊は最後の旅で、ベールヴァ村にて雨安居に入られる。ところがこのとき、釈尊に尋常ならない病が生じ、死にそうになられた。そこで釈尊は命行（j(vita-

sa(kh(ra）を留められた。しばらくたつと今度は寿行（(yu-sa(kh(ra）を放棄されるのだ。と、これは原始経典Mah(parinibb(nasuttanta（D.Ⅱ.p106）に出てくる箇所である。中村元訳＊１ではp61から、片山一良訳＊２ではp48である。

命行（j(-vita-sa(kh(ra）と寿行（(yu-sa(kh(ra）の相違は何か。釈尊の生命観を考察していきたい。

1 命行（j(vita-sa(kh(ra( ）とは、命でもあり命行でもある。命を形成せしめ、

断たれつつあるものを結びつけることによって命行というのはここでは、果定法であり、ここではそのことが意趣される。と、つまりここで命行とは果定法を意味することがわかった。次に、留める（adhi((h(y(）とは、留めて法(dhamma）を転起してもろもろの命を置き、止息すること。（D.A.Ⅱ.p546）さらに詳しく調べてみると、

· 命でもあり命行でもある、とは、業（kamma）である。形成せしめ、とは

為すこと。断たれつつ、とは、相違の結びつきによって先（過去）の束縛（命のもと）を得ることによって結びつける。留めるとは、加持して。という意味であった。（D.A.(.Ⅱ.p185）

サンスクリット本でこれに対応する箇所には、

私は私の仲間である修行僧たちが散々になっている時、般涅槃することはわたしにはふさわしく無い。だから私はいかなる苦痛をも、元気を出して静め（堪え忍んで）あらゆる相を心にとどめず（vedan( v(rye(a pratiprasrabhya）、無相なる、心の統一を身をもって体得し実現して住していこう。それゆえに、人格完成者にとっては苦痛は一層安らかとなり、一層過ごしやすいことになった、と書かれていた。

『遊行経』（大１ 25a）では、

われ今、疾生じて身を挙げて痛むこと甚だし。しかるに諸の弟子は悉く皆住らず。もしも（われが）涅槃を取らば、則ちわれ宜しきにあらず。今まさに精勤し自ら力め以って寿命を留むべし。

『般泥洹経』（大１ 180a）では、

痛み甚だしく而も弟子皆在らず。当に衆の来たるを須ち、乃ち其の泥洹を取るべし。宜しく是の疾の為に自ら精進して以って不念衆想の定を受くべし。

『仏般泥洹経』（大１ 165a）『根本説一切有部毘奈耶雑事』（大２４ 387b）それぞれにおいても、共通することそれは、自力精進をもって寿命を留めた、ということである。

②念をそなえて正知をそなえて寿行（(yu-sa(kh(ra(）を放棄した（ossaji）とは、よく安定した念と智慧によって決定した寿行を捨てた、捨断したということである。（D.AⅡ.p556）さらに詳しく調べてみると、

・寿行を捨てたとは、寿命であり、生命である行作（abhisa(kh(raka(）を果定法を、私はそれ以上は入定しないであろうと捨てた。私は（法を）転起させないであろう、と捨てた。                               (D.A.(.Ⅱ.p196）

サンスクリット本でこの箇所は、

そこで釈尊は、そのような神通力を作り出した。心が統一した時、心の生成力を加持して（寿）行を捨てたいように。釈尊が諸行（寿）行を捨てたその時に云々、と書かれていた。

『般泥洹経』（大１ 180c）では、

佛はすなわち正しく座って、自分の心を定めて自ら思い三昧中に生命をとどめず、残りの寿行を捨てた。

『遊行経』（大１ 17a）では、

意を定めて命を捨てて、寿に住す。

『根本説一切有部毘奈耶雑事』（大２４ 388a）では、

この念をこのようになしてからすぐさま定に入り、命行を留めて寿行を捨てた。と、このように書かれていた。

命行は自らの意思をもって能力を決定できるものに対して、寿行はすでにその能力が決まっているものと、以上のことから言えるのではないか。釈尊はおもわず感興の語を思わず発せられている箇所があるので今後の課題である。

ここで、Adhi((ｈ(na/Adhi((h(na（加持）について、留める（加持する）とは何か。以下、渡辺照宏「adhi((h(na(加持)の文献的試論」より引用。

加持（サンスクリット語：動詞　adhisth(na；動詞過去受動分詞 adhisthit(）

動詞の本来の意味は‘強力に立つ’であるが、原始仏典以来多くの経典の使用例から見れば、‘仏または菩薩が衆生を守護し強化し指導する目的で、慈悲心から超自然的な現象を生じしめること’であり、神神や人々も時にはその能力を持つことができる。請願（祈願）・奇跡・恩寵等の意味が含まれている。

菩薩の資格としての加持を参考にすると、菩薩は加持の力により行動を起こし、これによって衆生を強化する。しかし菩薩の活動は必ず思廬庶那仏の本願の加持力に基づくものであり、それに菩薩自身の優れた智慧の能力が成立するのである。初地に入った菩薩は多くの諸仏に値遇して諸仏の加持を知り、かつ自身も加持を身につけている。このことは、第二地以上の菩薩にとっても同じことである。第八地に入ると菩薩は初めて自身の加持力を充分に発揮することができるようになる。第八地の菩薩は衆生を強化し済度するために自由に変身し、所化の種種を顕現する。法華経普門品に於ける観自在菩薩の活動と同じであり、仏の境界でもある。寿命の自在であり、加持によって自身の寿命を自由に延長することができる、という。

　加持する能力をもつのは、原則としては仏または菩薩であるが、帝釈や梵天の如き有力な神々をはじめ、樹神や天女、もしくは優れた人物の時にはその資格がある。原則から言えば、加持とは、慈悲をもって‘祝福を与える’ことと考えてよい。また‘加持する’には加持者の強烈な意欲が働くから、‘加持’と‘請願’とは密接な関係が持つ。

釈尊が加持されたのは、どうしてか。加持されたことと阿難尊者は関係があるだろうか。阿難といえば、釈尊の十大弟子の一人、すなわち多聞第一の修行僧であり、晩年の釈尊最後の旅の待者であった。阿難が釈尊最後の旅の待者に選ばれた理由は、釈尊十大弟子のうちの、舎利弗（智慧第一）や魔訶迦葉（頭陀第一）などによる推薦と、釈尊自身による薦めの為であるが、しかしここで、釈尊がヴェーサリー市に托鉢のために入られたときの事、釈尊は阿難に再三ほのめかしをするところがある。ある条件が満たされているならば、いかなる人であろうとも命を延らえることが出来る事を。釈尊はなぜ阿難にほのめかしを再三されたのだろう。当時の釈尊の年齢は八十才であり身体はすでに老衰しており、ましてや釈尊は尋常でない痛みをともなう疾におかされていた。それを精進努力によって加持していた。

次に、阿難がそのほのめかしに対して沈黙を守った箇所が出てくる。そしてそれは阿難が心を悪魔（悪しきもの）にとりつかれていたからだという。経典において悪魔の登場は、なんらかの教えが隠されている場合である。ここで釈尊

十大弟子のうちの、舎利弗（智慧第一）や摩訶迦葉（頭陀第一）らを中心とした政治的背景と阿難とを考察していく。
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